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障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例（案）

前文

全ての人は、基本的人権を有するかけがえのない個人としてその尊厳が重んじられ、

その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有している。しかし、依然として障害

のある人に対する誤解、偏見及び不当な差別的取扱いが存在し、これらが障害のある

人の社会参加や自立を妨げる社会的障壁となっている。

それに対して、市民一人一人が障害を理由とする差別を身近な問題として捉え、障

害や障害のある人に対する理解を深め、適切な配慮について学び、実践することは、

障害を理由とする差別を解消し、誰もが平等である小金井市を実現する第一歩となる。

２００６年１２月に国際連合総会で障害者の権利に関する条約が採択され、我が国

でも２０１４年１月に国会で批准された。さらに、国際連合の障害者の権利に関する

条約の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、２０１３年６月に障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法律が制定され、２０１６年４月１日から施行された。

これからは、これらの条約や法の下に、障害のある人もない人も一緒に考え行動し、

社会の制度や在り方を見直していくことになる。

私たちは、障害のある人もない人も等しく、基本的人権を有する個人としてその尊

厳が重んじられ、相互に尊重し合いながら、共に学び、共に生きる小金井市の実現を

目指して、この条例を制定する。

（目的）

第１条この条例は、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２５年

法律第６５号。以下「法」という。）の趣旨にのっとり、障害者に対する市民及び

事業者の理解を深め、障害者に対する差別をなくすための取組に関し、基本理念を

定め、小金井市（以下「市」という。）、市民及び事業者の責務を明らかにすると

ともに、当該取組に係る施策の基本となる事項を定めることにより、その施策を総

合的に推進し、もって市民が障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し

合いながら、共に手を取り合い安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する

ことを目的とする。

（定義）

第２条この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、法に定めるもののほか

それぞれ当該各号に定めるところによる。

（１）障害者身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）、難治性疾患そ












